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次のとおり令和２年度の学校評価について報告します。

1 今年度の重点目標

2 自己評価結果・学校関係者評価結果の概要と今後の改善方策

(1) 礼節を重んじ、豊かな情操を育む

(2) 意欲的な取組を重んじ、主体性を育む

(3) 健全な心身を重んじ、強い忍耐力を育む

評価項目 自己評価の結果 学校関係者評価の結果

家庭・地域

との連携

(1)コロナ禍での取組から、これまで以上

に地域・家庭との連携に制限があった。

(2)学校行事が開催できないことで、保護

者間の繋がりもまた引き継がれていな

い。新たな取り組みの模索が急務。

コロナ禍における清水丘の取組に一定

の理解を頂きながらも、ＩＣＴの充実や

活用について、実際の教育場面で速やか

に普及させる必要がある。また、清水丘

の魅力を宣伝する取組が必要である。

改善方策 (1) 町内会活動への参加など、地域と連携した取組の充実を図る。

(2) ホームページについて、運用方法を見直し、更新と情報発信の工夫に引き続き努

める。

(3) PTA活動について、コロナ禍による学校祭等の新たな取組を考慮した活動内容の

精選に努める。

学習指導 (1) 臨時休業期間中の生徒の学力・学習状

況の把握、および、学校再開後の学力・

学習状況の把握、個人差の対応に苦慮

した。

(2)１年次は高校生活に慣れるまでに時間

を要すると同時に仲間や部活動の人間

関係を構築するにも例年以上の苦労を

強いられた。

(1) コロナ禍とは言え授業の一定レベル

以上の補償が求められている。保護者、

生徒、教員の三者からの要望を受け、具

体的な授業改善の取組が必要である。

(2) Online授業について、本校の実用化に

向けた取組が急務である。

改善方策 (1)生徒一人ひとりの学習状況や進路志望を的確に把握し、学習意欲を喚起するよう、

指導方法の改善に努める。

(2)ＩＣＴ機器の授業での活用ができるような研修を行う。

生徒指導 (1) いじめに係る未然防止の取組や発生

時の対応等について、保護者から「過剰

な対応だ」、「小さいことで大袈裟にし

過ぎている」という意見が散見された。

(2) 頭髪や服装の指導について、社会情勢

に合わせた規則の改定や、指導の意義、

改善過程での保護者への丁寧な説明が

必要である。

(1)自分で考えて行動させる指導が必要で

ある。

(2)頭髪指導は点検方法に問題がないか、

学校として検討が必要である。

(3)コロナ禍により、心の問題を抱えてい

る生徒の割合が増えている。対応が必

要である。

改善方策 (1) いじめの指導に係る未然防止の取組や発生後の対応について、ホームページや保

護者懇談を利用し、家庭や地域に発信する。

(2) 頭髪や服装の指導について、改善を図りながら、指導の意義についての生徒や保

護者の理解に努める。



評価項目 自己評価の結果 学校関係者評価の結果

進路指導 (1) 保護者、生徒からの評価は概ね良好で

ある。コロナ禍を利用して生徒の進路

希望に合わせた計画的、系統的な指導

することができた。

(2) 保護者から、就職・専門学校希望者に

対してもう一歩踏み込んだ指導や配慮

を要望されている。

大学によってはオンラインで面接を

行うところも出てきている。そのよう

な形態への対応や活用に遅れをとるこ

となく対処する必要がある。

改善方策 コロナ禍により、大学進学を成功させた生徒とそうではない生徒との差が明確に

なった部分は、コツコツと家庭学習の習慣があったか無かったかであった。このこと

から、多様な進路希望に合わせた情報提供とともに、3年間を見通した進路実現に必

要な学習習慣、および、面接等の個別指導の充実を図る。


